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能登半島地震災害募金への
ご協力をお願いします

募金は全額を被災者救援、被災自治体義援金
に充てます。

有機農業と学校給食
いすみ市長と懇談

地域農業不振地域農業不振
農業従事者の減少農業従事者の減少
を改善したいを改善したい

日本共産党県議団は 1月２６日、有機農業に力を
入れ、オーガニック給食に取り組む、いすみ市を
訪問。太田洋市長と懇談しました。井上ひろみ党
市議が同席しました。

同市では、２０１５年から有機米を、２０１８年
から有機野菜の生産を本格的に始めました。有機
農業促進のため、民間の外部講師を招き、技術面
や販売面の指導を得てきました。事業をすすめる
市職員体制の増強、市独自の予算確保をはかり、
生産農家を支えています。

左から：丸山慎一県議、太田
洋いすみ市長、

加藤英雄県議、みわ由美県議
、浅野ふみ子県議

農家の希望にこたえ、２０１５年から学校給食に
有機米（いすみっこ）を導入。２０１８年度から
使用率は１００％です。その後、有機野菜も給食
に取り入れました。給食全体の食べ残しは、年々
減少し、保護者から評価を得ている、とのことで
す。

市長は「有機農業の大きな波をつくって農家を守
る。子どもたちの一日のうちの大事な一食を市の
責任でカバーする」と語っています。

農家経営体 うち農家⼾数 農家経営体 うち農家⼾数 収量全体 給⾷
2013 1 3
2014 3 5 4トン
2015 8 12 16トン ４トン(11%)
2016 8 15 28トン 16トン(40%)
2017 13 21 61トン 28トン(70%)
2018 13 22 3 3 74トン 42トン(100%)
2019 13 22 5 8 82トン 41トン(100%)
2020 11 19 5 8 94トン 36トン(100%)
2021 11 20 9 12 100トン 36トン(100%)
2022 13 23 9 12 120トン 36トン(100%)
2023 19 29 8 11 143トン 36トン(100%)

有機⽶農家数の推移 有機野菜農家数の推移 有機⽶の給⾷導⼊量年
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（いすみ市の資料より）


